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とラテンアメリカのスペイン語間の差異のみならず、ラテンアメリカ諸国間、 また同一国内でも発音、イントネーション、また語彙に差異がある。た えば、かつてアルゼンチン人は「ナポリの発音でスペイン語を話し、自分をイギリス人と思っている タリア人である」と呼ばれたことがある。それほどブエノスアイレスを中心としたスペイン語にはイタリア語のクセントが強く、また語彙も二人称が中世スペイン語の名残が残り、二人称の動詞の活用も現代スペイン語と異なる。こうした強いイタリア語風のアクセントにより、ス 圏において、アルゼンチン人は口を開けば ちどろにそのお里が認定されてしま
う。　
アルゼンチンのスペイン語のほ
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健闘するスペイン語

















高等教育や研究面で英語が主流となり、スペイン語による教育や出版が二流とみなされる事態が起きるのではないかということであろう。英語 リンガフランカであることは、アメリカ合衆国に隣接するラテンアメリカではことさら強く意識されている。初等教育や中等教育における英語とスペイン語のバイリンガル教育は中・高所得層には人気である。また 大学院レベルでアメ カ 留学して学位をとり、学会、経済界また政界で活躍している人 きわめて多い。　
そうした状況にも拘わらず、大
学以上の高等教育はほぼ完全にスペイン語で行われ 。社会科学部門ではラテンアメリカで最も権威があるとされるメキシコ大学院大学（


























Revista de la CEPAL など
がある。これらの雑誌は著名な研究者により構成される編集委員会をもち、そこに論文は厳格な査読を経て掲載され、域内ではそれらの雑誌に論文が掲載されることが、各研究者の業績として高い評価を受けることになる。　
英語の時代は単に言葉の問題に
とどまらず、社会科学の主要理論がアメリカ合衆国で生産され、その強い影響下に各国がおかれることも意味している。その点で現在のスペイン語圏も理論面においても英語圏の影響力下にあるといえる。とはいえ、ラテンアメリカ発の理論が少なからずあるの スペイン語圏の特徴である。その代表例に挙げられるのが経済学における構造学派である。構造学派の形成は一九五〇年代におけるラテンアメリカのインフレに関する論争が出発点となっている。マネタリストがインフレ 原因を放漫な財政・金融政策によ 財政赤字ると説くのに対して、構造学派は


















学派がある。 新従属学派によると、周辺国が発展する めの処方箋は、中心国 支配する世界資本主義体制からの脱却であり、すなわちそれ 社会主義革命 っ 。こうした新従属学派の政治的影響力は限定的であったが、左派系学者の間には大きな影響をもたらし、日本においても一九八〇年代を中心に新従属学派の学説が紹介され、それに基づく論文が執筆されている。 かし、一九九〇年代になるとラテンアメリカの多く国で新自由主義にも基づく経済・社会政策が採用され、二一世紀なるとそれらへの反発から多数の国で左派政権が成立した。 かし、新自由主義に対抗する理論は残念ながらラテンアメリカからは発信されていない。　
ラテンアメリカにおける学会の
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